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学位論文題名 

高齢者の社会参加と孤独感の関係に関する多面的検討 

-性別と志向性を考慮した統合研究- 

 

 当審査は 2026 年 1 月 21 日実施の公開発表にて行われた。（出席者 19 名） 

孤独感は多くの高齢者が経験する主観的な感情であり、身体機能の低下、活動量の減少、

認知機能の低下、抑うつ、さらには死亡リスクの上昇など、心身の健康に対する多面的なリ

スク因子であることが数多くの研究で報告されている。そのため、孤独感の軽減は高齢者の

健康維持における喫緊の課題である。 

これまで孤独感の重要な予測因子として孤立が注目され、社会参加を促すプログラムが孤

独感の軽減に有効であることが示されてきた。しかし、孤独感は主観的な感情であるのに対

し、孤立は客観的な状態を指す概念であり、両者は関連するものの同一ではない。実際に孤

立していなくても孤独感を抱く高齢者が存在することが報告されており、単に社会参加の

「量」を増やすだけでは孤独感の軽減に十分でない可能性がある。 

そこで本研究では、社会参加と孤独感の関係を多面的に検討するため、2 つの研究を実施

した。研究 1 は、日本の高齢者において、性別ごとに社会参加の種別が孤独感に及ぼす相対

的影響を明らかにすることを目的としたもので、 北海道のある地方都市に在住する 65〜79

歳の高齢者 381 名（男性 175 名、女性 206 名）を対象に、性別に基づいて層別化したうえで、

孤独感に対する基本的属性、心理的要因、社会参加の影響を階層的重回帰分析にて分析した。

その結果、男性の孤独感は町内会活動、集団運動、および抑うつと有意に関連していた。こ

れらの活動への参加を通して社会的役割や責任を維持することが、孤独感の軽減に寄与する

可能性が示唆された。一方で女性においては、孤独感に有意な影響を及ぼす特定の社会参加

の種別は認められなかったが、相関分析では、女性の孤独感が男性よりも多様な社会参加の

種別と関連していることが示された。以上より、女性においては特定の活動への参加よりも、

多様な社会活動への参加機会の確保が孤独感の軽減に重要であることが示唆された。したが

って、孤独予防には性別に応じた介入、すなわち男女それぞれの社会的役割や参加形態、ニ

ーズを考慮した個別化支援が必要であると考えられる。また、これらの結果は、 社会参加の

影響が一様ではない可能性を示唆しており、 社会参加を行なっても孤独感が残る人がいる可

能性を示した。 

 研究１の結果は、本人が社会参加をどのような時間として捉えているかといった主観的

な視点が孤独感に影響する可能性を示唆した。そこで新たなる疑問として、個人の社会参加

の捉え方が、社会活動に参加しているにもかかわらず孤独感を抱く高齢者の背景に関与する

のではないかと考えた。 そこで研究 2 は、社会活動に参加しているにもかかわらず孤独感が

高い高齢者の特徴を、独自志向性や個人にとって価値のある活動（一人で行う活動および他

者と行う活動）の遂行状況に着目して明らかにすることを目的として、65 歳以上の高齢者



1,106 人を対象に、孤独感、社会活動への参加、独自志向性、個人にとって価値のある活動

の遂行状況、抑うつ傾向を評価した。孤独感と社会参加との関係に基づき、（1）社会参加し

ているにもかかわらず孤独感が高い群、（2）社会活動への参加量と孤独感が相関している群、

（3）社会参加していないにもかかわらず孤独感が低い群の 3 群に分類し、一元配置分散分析

(ANOVA)を実施した。さらに、社会活動への参加量と孤独感の不一致に影響を及ぼす要因を検

討するため、構造方程式モデリング（SEM）を行なった。ANOVA の結果、社会活動への参加量

が多いにもかかわらず孤独感が高い群は、一人の時間を好む傾向をもち、個人にとって価値

のある活動の遂行状況が低いことが示され、抑うつ傾向も高かった。SEM の結果、一人を好

む傾向が高いほど、価値のある他者との活動の遂行状況が低下し、それが一人で行う活動の

遂行状況の低下を引き起こし、抑うつの増加を介して孤独感の増大につながるモデルが支持

された。これらの結果は、孤独対策においては、社会活動への「参加量」だけでなく、活動

の質や個人の内面的価値観を考慮する必要性を示している。また、他者と過ごす時間だけで

なく、一人で過ごす時間の質を高める介入の重要性も示唆された。 

これを要するに、著者は、社会参加と孤独感の関連を多面的に検討し、性差により社会参

加の種別がもたらす意義が異なること、さらに独自志向性や価値のある活動の遂行状況が社

会参加と孤独感の乖離に関与することについて新知見を得たものであり、孤独対策における

社会参加支援の在り方に対して理論的かつ実践的に貢献するところ大なるものがある。 

よって著者は、北海道大学博士（保健科学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


